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〈はじめに〉
現在の幼稚園や保育所において7音楽指導上特徴的なことは，一口にいって・幼児達に集団の中
で音楽に合わせて自由にリズム表現をさせていることである。
　椅子に座ってお行儀よく，また直立不動の姿で歌うという従来の音楽指導法からはおそらく考え
もつかなかったことであろうが，現在は指導の一方法として，幼児達が音楽に合せて自由に手足を
動かしたり，室内を走り回ったりしてリズム表現をさせる傾向が一般的であるeこの現象は，幼児
が本来的にもつ音楽性ないしリズム本能が運動能（動作の機敏性など）と密接不可分に結びつき，
さらにこれらがいわゆる知能の発達を促すのである，という認識の上に立っており，この認識の一
般化と共にさらに発展する傾向にある。
　音楽がこのように身体機能と精神ぐ1青緒を含む）の発達，ひいて’は，人間形成に主要な役割りを
果たすものであるとすれば，われわれは，幼児達が音楽を楽しそうに表現している姿を唯単になが
めているのでなく，さらに一歩進めて，そのリズム表現の中から幼児達に音楽の素材としての音を
認識させ，彼らの申にある多彩な音楽性を助長させてやらねばならないと考える。そこで著者は，
一纐勺にリトミ。クと言われて1、・るダル卯一ズの音楽教育法を韮礎にして，音楽の素材である音
の認識と，音楽を構成している音階の指導の方法を考えてみたいと思う。ここで具体的な方法を述
べる前に，その基本となるダルクローズ（Emile　Jaques　Dalcroze　1865～1950スイスの作曲家で音
楽教育者でもあった）の唱導したリトミックについて略述したい。
〈リトミヅク〉
リトミ。焙楽教育法は，リズム運軌ソルフェージ，ピァノによる即興演器以」・の三教科を
総合的に行なうことによって音楽性を養い，またその素地を養ってゆこうとするものである。
　まずリズム運動というのは音楽のリズム表現訓練で，個人個人の持っている運動感覚と音楽とを
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結びつけ，これによって，Ii寺聞（Time）と空間（Space）と力（Energr）・この三者の弾力性につ
いての感受性および表現力を発達させようとするものである。こhによって，幼児の内面的諸能力
を開放させ，リズムに対する感受性を助長し，表現能力を発達させ，精神の集中力を養い，集現実
行しようとする自主性を謎おうとするものである。
　次にソルフェ　一一ジというものは，リズム運動で訓練された身体の動きと音を結びつけようとする
聴覚による訓練で，音楽を構成している音を認識させようとするものである。
　そして即興濱奏というのは，リズム運動，ソルフェージ（聴覚訓練）その他の音楽経験を過して
得た音楽をピアノで即興的に演奏表現することである。
　また彼は，上述の三教科をささえるものとして，音楽反応訓練を重要な手段とした。それは音楽
での応答の意味をもつ。すなわち音楽を聞き，それで感じたものを・同的に従って即時的に応答し
てゆく訓練のことであり，また白己が内的に抱いた音楽思考を即時的に表明，表現してゆくことで
ある。
　身体の動きと音楽を結びつけること，これは幼い子供が自然に行なう音楽の聞き方である。この
自然な音楽的反応を利用して音楽を指導することは，非常に賢瞬な策と思われる。そして音楽の語
りがけに対する身体的反応が，でたらめのものでなく，しだいに音楽的意味のあるものに導くべき
である。そういう意味で身体反応に基礎をおくダルfi　P一ズのり1・ミックは健全な音楽教育という
べきであろう。
〈指i導の理念〉
　さて，上述のようなことから著者は，幼児の遊びの中にta　1：音符カード（tt2数字カード）と注3五線
カーペットを組み込んで，できるだけ自然に音階指導が行なわれるよう以下の指導方法を考案し
た。これらはいずれも幼児達が身体を通じて感覚的確とらえた音を・一さらに視覚によって音符とし
て再認識出来るよう配慮したものである。換言すれば，いわゆる音階の個々の音自体に対する認識
を深め，さらに記号としての音符に対する理解力を養おうとする1ものであるが・もう一歩進めて・
流れとしての音楽の全体がとらえられるようになり，さらに幼児達が・自由にメPtディーの創作が
で’きるようになればと思う。
＜指導方法1＞
　音の認識をさせる為に先ず数字カードを使用する。幼児に自然に受入れられるように数字の面を
用い，これによって幼児がC～Gの音と・1～5の数字が結びつくのをねらいとする。下図のように
床にカードを並べる。カード1～5までをデパートの1階から5階までと想定し・幼児が興昧をも
って遊びに入ってゆけるように，カードのわきに各階の品物を置くなどする。幼児は音楽を注意し
て聞き，教師の歌に合せてカードのそばを歩行する。これによってC～G音とカード1（・5が一致
することが予想されるe
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　（幼児の活動）
①各階の売場に何があるかを思い出させ，幼児たちに売場の品物を決めさ
　せる。　（例，1階は人形売場，2階は絵本売場等々）
　　なお遊びとしての興味をもたせる為，数字のわきに現物を置くとより
　効果的である。
②　教師の指導によって幼児はカードのわきを自由に上下に移動する。
　（教師の活動）
①教師は幼児を少人数（混乱しない程度の）に編成してAの場所に並べ，
　グルー・…プ毎にBの各階へ移動させる。即ち下記の例のようにC音をピアノ
　で弾き歌いながら幼児を一階へ（田のカードの所）誘導する。
　　　　　　　（例）
lsl　B
l41
［i］
同一…絵本
lil－…・人形
幼児の場所A
　　　　　　　　　　　　　い→か、、－tti－　　　1二んき｝与うり　1哲“
②　前記のことを各々の数字に合わせて行ない（1はC，2はD，3はE，4はF，5はGと音高
　を変化させる。）幼児を次々といろいろの売場へ移動させる。
　（指導上の留意点）
①幼児がのびのびと楽しそうに動いているか
②　ピアノの音を良く聞いて行動しているか
③教師の歌と売場が確かめられているか
④　幼児は教師め合図でスムーズに動いているか
⑤教師は幼児がカードのそばを移動の際，幼児の動作がスムーズに行なわれるようピァノをリズ
　ミカルに弾いているか
　　　　　　　　　　　　　　　　　く指導方法皿〉
　指導方法1で，幼児が教師の指示どうり自由にカードわきを移動することが出来たら，品物をカ
　ードのわきに置くのをやめる。贔物で判別しながら歩行していた幼児は・品物がないことによっ
て，一層ピアノの音に耳をかたむけ，音と数字との結びつきが強まる事をねらいとした。
　（幼児の活動）
①教師の弾くピァノの音に合わせ，カードの数字を口ずさみながら・カードのそばを歩行する。
②　教師の指示（走る，うさぎ飛び等）に従って歩行する。
　　（教師の活動）
①　幼児の活動を助長するために，リズミカルにピアノを弾かなくてはならない。
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②例えば数打の時はC音，2のlt寺はD音を用いて弓lllく．また1のili」は“イチ・イチ”2のll削ま
　“二，二”と歌って自然のうちに数字を理解させる。
　　　（例）
祷 祈 イ可 イ苛 昌 二 岩 5 零テ 4号 昌 唱
¢ろ一テ
最初は音階を順次進行させる。
　（例）
徐々に順次進行から跳躍進行へと移行させる。
　（例）
　　爾，初めのうちは大きく離れている音に進行ずる方が聞き取りやすい。
③　幼児がC～Gまでどの音でも随意に行動が出来るようになるまで，リズム，音階の組合わ音を
　考えてくりかえし行なう。
　（指導上の留意点）
①　数字カー’ドの番号1～5とC－・G音が同時に認識出来るようになったか。
②，数勃一ドわきをピァノの音に佃・せて随意Uズミカルに勲くことS・9できtc　fJtso，
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜指導方法Hl＞
　指導方法1，皿で得た音階に対する理解を基にして，この皿と次の】V，Vでは音そのものに対す
’・』
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　1、　　　，　　　ノノ
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　＿　ドノ　　　　　　　　　　　　へうロ　＿　＿　　＿　＿　り　　－　ゆ　　－　ロ　－　　　へ　　F　　　　　　　　　　　　　　　　口　　［］
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る感覚を養うことをねらいとした。数字カードを下図のように置く。中心になるべく広い空闘が出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、一一?驍謔､工夫してカードの位置を設定するe
　　（幼児の活動）
①　ピアノに合わせて円の廻りを歩行し，ピアノが止まると同時に歩行を停止する。
②　次に教師の弾くピアノの音を聞き，その音を‘「ラララ”と歌いながら，その音に該当するカー
　　ドの所まで歩行する。L
　　（教師の活動）
①　既成の曲の途中で音楽を止めるのは，幼児がフレーズを予測でき，反応訓練も並行して行なえ
　　ないので即興演奏をするのが好ましいe
②　既成麹を用いる場合次の例のように
（例）
弾いて曲の途中予期しない所で
（例）
　と弾いたら，そのピアノの音に合わせて幼児はttラララ”とC音で歌いながら数字カードの1番
　へJJJJのリズムで歩行して行くよう指導する。全員がカードの所へ集まるまでC音を弾き続
　け，全員集合したら，また既成曲を弾き，再び円上を歩行させるe
③同様にG音まで指導してゆく。・
④上記の事がスムーズに出来るようになったら，既成又は即興演奏による歩行動作を除いてC～
　G単音の組み合わせのみで行なってみる。
（例）
上例の音を聞いて幼児は
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ロー一一｛ヨ
　　　　　／ノ
　　　！1ノ　　　　ノノ
　！／
　矢印のようにのJJjJリズムで歩行する。
　　リズムをn，∫一『，」に変化させて行なう。
　（指導上の留意点）
①　クラス全員が数字と音を認識できたかe
　　　　　　　　　　　　　　　　＜手旨導方　法　IV＞・　　　　　一…一・一　　一：
　クラス全体で円を作り，その中央にCからGまでの数字カードを沢山並べて置く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（幼児の活動）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①教師の弾くピ1／gリズムに令わせて甲上を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一歩行する。
　　　　　　　　　カード　　　　　　　　　②　歩行中C～Gのいずれかの音が続けて聞こえ
　　　　　　　　ロロ
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　たら，円の中へ入り，そのピアノの音に該当す
　　　　　　　　㌔゜　　　る数字カー一　lrを駅来る．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教師の活動）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①一1ゲーム的要素を取り入れるため，幼児の知っ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている曲を弾くe
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②　幼児がその曲に合わせて円上を歩行できるよ
　うになったら予期せぬ時にC～Gのいずれかの音を続けて弾く。
　　この場合，既成曲より音をオクターブ低くか高く弾くと，幼児が音を認識しやすい。
　　　（例）　　　　　　　　　　　　　　　　・’．「　　∵・一“’：：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この時にカードを取りに行く。
　　上例の場含，幼児達がちょ，うちょうになって自由表現しながら行なうようにすると・幼児の興
味が高まる、
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　（指導上の留意点）
①音とカードが一致していたか。　　　　　　’
②　教師の要求する音に素速く反応出来たか。
⑧ゲーム的要素を坂り入れて楽しく行なったか。
　　蔵幼児が歩行する際，カードの近くに寄りたがるので，混乱を避けるための配慮を要す。
　　　　　　　　　　　　　　　　＜指導方法V＞
　1～5のカードにひもを付け，着から下げられるようにする。幼児全員を5つのグループに分
け，隊列を組ませ，先頭の幼児はカードを首から下げるe各々のグループがどの数字カードになる
か皆で決める。
　（幼児の活動）
①ピァノのC～Gまでの音を聞いて，その音の高さを“ラララ”と歌いながら，数字力；一・　F’のグ
　ループが，汽車のようにつらなって歩行する。
②　自分達の音が終ったら歩行をやめ，先頭の幼児は次の人と交代して最後部につく。
　（教師の活動）
①c’一一Gまでの音騨場創ろいろの1ズ今変惚馳入襖みる1
　　　（例）　　　’』』－A’L’一一』”一一L』一一
???）、?」??．?」ー ，
幼児達はスキップをする
大股で歩行
行進曲風に歩行
小走りで歩行
②　幼児達がピアノのC～Gまでの音を聞き取れない場合，タイコまたはタンバリンで，下記のよ
　うにリズムを打ち，教師が1ノ｝5までの番号の音を歌って幼児を歩行させ，予備段階とするとよ
　い。
　　　　　　　（例）
　　　　　　で刀昌鷺只1毒勃
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　（指導上の留意点）
①グループが協力して行動していたか。
②音とカードが一致していたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　＜指導方法、q＞
　指導方法L　llで得た音階に対する認識とIH，評，　Vで養った音に対する感覚を視覚によって楽
譜に結びつける為に，指導方法Mで一層音と音符，音階が認識されることをねらいとした。
　最初にトニックの音を認識させるために，図のようにC，E，　Gの音のみ音符カードにし，他は
i数字にし．ておく。
　（幼児の活動）
①カードの両側に数人つつ並び，ピアノの音に合わせて移動する。
　（激師の活動）
①　C，E，　Gの音を使っていろいろの曲を創作し，幼児に与える。
　　　（例）
②C，E，　Gの音符カード上を随意に歩行出来るようになったら，5枚全都を音符カードにして
　行なう。
　　ピアノはC～Gまでの音をリズム変化をつけて即興する。最初は順次進行で行なう。
　　　　　　　（例）
③上例の事が出来るようになったら青を跳躍進行に変える。
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（例）
④この音符カードを1・脈儲のc音よりもオ〃一梱嚇ii塁≡董≡ヨ
J法は実音と音符が一致していtS　V・ので，あま帳1醐指導するの．は好ましくないe
　（指導上の留意点）
①数字カードより音符カーieへの移行がスムーズに行なえたか。
②　音符カードに興味を持って接する事が画来たか。　　　　　　　　　　　　　　　　　．1
　③音符と音が認識できたか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈指導方法、¶〉　　　　、　　　　・　。
　五線カーペットを使用する事により，音と音のつながりをより深く認識し，音階と音の流れを，
視覚に’よらてとらえることをねらいとした。下図のように五線カーペットを置く
　幼児はC～Gの音の上に立つ。
　（幼児の活動）
①　各々の音上に1人つつ立っている。
②　教師の弾く音に合わせてその立っている音の入が手を打つ。
　（教師の活動）　　　　　　　　　　　’
①幼児が受けとめるまで同じ音を弾き続ける。
②順次進行から跳躍進行に移行する。
　（指導上の留意点）
①音と音階の構成がわかったか。
②　音と楽譜が結びついたか。
一1ヱ8一 県立新潟女手短大研究紀要
〈お　わ　り　に〉
　以上，述べてきたことは，幼児期における音階指導とその方法であったが，著者はその後考えた
若干の方法と共にこれらの指導方法を幼児達に実際に試みており，それはそれなりの成果を上げて
いる。もう暫らく観際を続けた上で，運動能力，知能とリズム反応との関係，あるいは指導内容と
幼児の興味の関係，年令差に対応する音楽反応の指導法のさらに良い方法，また反省すべき点な
ど，こ為らについての結果を報告したく思う。
注　1）表　　面
　　　音符カード
300m
30㎝x30㎝程の紙に五線と
音が害かれたもの。　（C，
D，E，　F，　G一枚に一音
つつ）
爾，上都が確かめられるよ
しるし
う印を付けておく。
注　2）　裏　　面
　　　数字力t－・－rド
裏面にはその音符に該当す
る数字（Cは工，Dは2，
Eは3，Eは4，　Gは5）
を書く。
注　 3）　五綜カーペット
31tV
51
1．5m×3m程のカーペットで
ト音記号と五線が書かれている
もの。
